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1. 特徴 

通常の表面塗抹用培地は検体 0.1ml 添加用ですが、この標準寒天培地は検出確率が 10 倍の検体 1ml 添加を
可能にした培地です。一般生菌を迅速に発育させ、また混釈法に比べ操作時における培地からの熱ストレス（約
50℃）による死滅が無いのでさらに試験精度が⾼くなります。 

 
2. 概要 

標準寒天培地は、衛生上の指標として好気的で中温性の総細菌数（一般生菌数）を把握するのに用いられます。
発育して来るコロニー数が多い場合は衛生上の取り扱いが悪かった事が予想され、又食中毒の病原菌などの多くが好
気的な中温菌である事から検体中に危害微生物が含まれる確率が⾼い事が⽰唆されます。食品衛生法においては、
大多数の食品について食品分野別に一般細菌数の上限の規格が定められています。 

  

3. 培地の保管方法 

培地は、常温の暗所で保管して下さい。 
 

4. 試験成績書 
以下のページは、培地性能の参考資料です。各ロットには、このような試験成績書が添付されます。 
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